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玉
手
山
七
号
墳
採
集
の
石
製
盆
子
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•
し

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
七
日
、
大
阪
府
柏
原
市
玉
手
山
七
号
墳
（
後

山
古
墳
）
を
見
学
中
、
石
製
盆
子
の
身
の
部
分
一
点
を
採
集
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
玉
手
山
古
墳
群
は
、
柏
原
市
の
玉
手
山
丘
陵
に
あ

っ
て
、
古
墳
時
代
前
期
後
半
に
編
年
で
き
る
前
方
後
円
墳
を
中
心
と
し
、

白
神
典
之

若
干
の
円
墳
が
密
集
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
著
名
な
古
墳
群
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
第
七
号
墳
は
主
軸
全
長
約
一
五

0
m
、
玉
手
山

古
墳
群
の
な
か
で
最
大
規
模
を
も
つ
前
方
後
円
墳
で
、
勝
敗
山
古
墳
（
第

三
号
墳
）
と
共
に
古
墳
群
の
中
核
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
第
七
号
墳
の
現
状
は
、
後
円
部
の
頂
上
部
に
一
基
の
宝
徳
印
塔

が
あ
り
、
そ
の
辺
り
は
玉
手
山
遊
園
地
の
展
望
台
と
な
り
、
封
土
が
か

①
 

な
り
荒
廃
し
て
い
る
。
ま
た
竪
穴
式
石
室
の
石
材
と
推
定
す
る
石
材
が

散
見
し
、
主
体
部
は
い
つ
の
時
代
か
盗
掘
を
う
け
た
様
相
が
み
ら
れ
る
。

さ
て
今
回
採
集
し
た
石
製
愈
子
は
、
後
円
部
の
墳
頂
と
思
わ
れ
る
位

置
に
あ
っ
た
。
遺
存
状
態
は
合
血
子
の
口
緑
部
の
欠
損
し
て
い
る
部
分
を

上
に
し
て
斜
め
に
な
り
、
地
表

面
か
ら
僅
か
に
露
出
し
て
い
た
。

こ
の
欠
損
部
は
か
な
り
以
前
に

受
け
た
損
傷
と
思
わ
れ
る
が
、

中
央
部
の
損
傷
は
最
近
時
に
な

っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
遺
存
状
態

か
ら
、
副
葬
当
初
の
位
置
で
は

な
く
、
明
ら
か
に
後
世
に
原
位

置
か
ら
移
動
し
て
い
る
も
の
と

判
断
す
る
。ロ

採
集
し
た
石
製
盆
子
は
、
形
態

↑
 
x印採集地点
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と
し
て
は
隅
丸
方
形
に
近
い
楕
円
形
を
呈
し
て

い
る
。
そ
の
口
縁
部
外
径
は
長
径
一

0
.
-
g

（
推
定
）
、
短
径
七
・
九

e
（
推
定
）
、
底
部
外
径

は
長
径
一
三
・
八

cm
、
短
径
―
―
・
―
―

-cm
。
ロ

縁
部
内
径
は
長
径
九
•
五
c
m（
推
定
）
、
短
径
七

•
四
8
、
底
部
内
径
は
長
径
七
・
七
c
m、
短
径

五
・
七

cm
で
、
内
面
は
底
部
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
狭
く
な
っ
て
い
る
。
器
高
は
六
•
六
c
mで
、

裾
の
部
分
は
段
を
な
し
て
い
る
。
深
さ
は
最
も

深
い
と
こ
ろ
で
口
縁
下
四
・
九

cm
で
あ
る
。
脚

は
な
い
。
底
は
外
縁
部
を
一

cm
幅
で
残
し
て
内

側
を

O
・
 
1
 

~
程
削
り
＜
ぽ
め
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
底
部
外
面
中
央
部
に
何
か

の
構
造
を
模
し
た
よ
う
な
線
刻
が
施
さ
れ
て
い

R
 

る
こ
と
で
あ
る
。
線
刻
は
直
線
で
、
短
径
と
平

行
の
方
向
に
幅
0
•
五
c
mあ
け
て
二
条
を
な
す

も
の
が
、
ニ
・
三

cm
の
間
隔
で
ニ
カ
所
に
施
さ

れ
て
い
る
。
片
方
は
実
際
に
は
三
条
あ
る
が
、

一
条
は
明
ら
か
に
手
違
い
に
よ
る
も
の
ら
し
く
、

刻
み
も
浅
く
刻
線
も
弱
い
。

蓋
と
身
の
合
わ
せ
方
は
通
常
、
印
籠
式
と
称

さ
れ
る
も
の
で
、
身
部
の
口
緑
に
つ
づ
く
側
面

で
は
受
け
部
が
凸
帯
と
な
っ
て
お
り
、
口
縁
長
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軸
の
両
端
に
対
に
な
る
よ
う
耳
状
の
造
り
出
し
を
設
け
、
紐
通
し
と
思

わ
れ
る
孔
を
各
々
二
個
ず
つ
穿
孔
し
て
い
る
。
な
お
、
肉
眼
観
察
に
よ

る
と
穿
孔
の
技
法
は
上
か
ら
下
へ
の
一
方
向
の
み
と
思
わ
れ
る
。

盆
子
の
荒
仕
上
げ
は
、
盆
子
に
対
し
て
上
下
方
向
、
あ
る
い
は
放
射

状
に
エ
具
を
施
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
仕
上
げ
は
そ
れ
と
は

反
対
に
ヨ
コ
方
向
あ
る
い
は
円
弧
状
に
な
さ
れ
た
ら
し
い
。
外
面
は
丁

寧
に
磨
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
面
の
底
は
部
分
的
に
エ
具
痕
を
残

し
、
や
や
雑
な
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
原
料
石
材
は
泥
滑
石
で
あ
が
。

国

古
墳
出
土
の
盆
子
に
つ
い
て
、
西
谷
真
治
氏
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
出

土
の
石
製
盆
子
出
土
地
の
明
確
な
も
の
は
三
十
数
例
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
分
布
範
囲
は
、
東
は
愛
知
県
、
西
は
岡
山
県
の
間
、
す
な

わ
ち
畿
内
及
び
そ
の
周
辺
に
局
限
さ
れ
、
出
土
し
た
古
墳
は
、
墳
丘
・

遺
物
な
ど
か
ら
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
時
期
に
築
造
さ
れ
た
著

④
 

名
な
古
墳
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
回
採
集
の
合
皿
子
は
泥
滑
石
製
で
、
楕
円
形
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ

の
石
材
質
、
形
態
で
紐
孔
付
突
起
を
有
す
る
も
の
は
非
常
に
稀
有
な
例

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
紐
孔
付
突
起
で
各
々
ニ
カ
所
穿
孔
し
て
い
る
と

い
う
事
実
や
、
滑
石
製
盆
子
で
印
籠
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
特

記
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
底
部
に
線
刻
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、

管
見
で
は
あ
る
が
他
に
類
例
を
見
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
石
製
盆
子
の
採
集
位
置
が
第
七
号
墳
の
墳
頂
に
近
い
位
置

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
未
調
査
で
あ
る
こ
の
古
墳
の
時
期
や
性
格
を

類
推
で
き

る
資
料
と

な
り
得
る
。

ま
た
、

大
阪
府
下

で
の
石
製

盆
子
の
明

確
な
古
墳

よ
り
の
出

土
例
と
し

て
は
、
高

槻
市
弁
天

山
C
一
号
墳
の
事
例
に
次
ぐ
二
例
目
で
あ
り
、
そ
し
て
旧
河
内
国
よ
り

の
初
め
て
の
出
土
例
と
い
え
る
。

周
知
の
如
く
、
河
内
地
方
は
応
神
天
皇
陵
を
は
じ
め
巨
大
な
前
方
後

円
墳
を
中
心
と
す
る
大
古
墳
群
が
築
造
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
共
に
、

こ
れ
ら
の
近
傍
に
も
玉
手
山
古
墳
群
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
群
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
今
日
ま
で
石
製
愈
子
の
出
土

例
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

こ
の
採
集
資
料
は
、
今
後
の
こ
の
地
域
の
古
墳
を
研
究
す
る
上
で
、
重

要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。

図

資
料
紹
介
の
準
備
を
す
す
め
て
い
た
頃
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
•
松
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岡
良
憲
氏
か
ら
、
盆
子
蓋
部
が
す
で
に
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。
以
下
、
蓋
部
に
つ
い
て
併
せ
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
八
尾
市
教
育
委
員
会
・
山
本
昭
氏
の
御
好
意
に
よ
る
も
の
で

R
 

あ
る盆
子
の
蓋
部
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
に
東
大
阪
市
若
江
西
新

町
一
丁
目
七
ー
三
八
・
林
栄
夫
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
。
同
氏
の
記

憶
に
よ
る
と
、
地
点
は
第
七
号
墳
後
円
部
中
央
で
、
平
坦
面
の
南
肩
部

に
近
い
と
こ
ろ
と
い
う
。
前
日
の
小
台
風
に
よ
っ
て
墳
丘
上
の
表
土
が

雨
で
流
さ
れ
、
蓋
頂
部
の
稜
線
が
僅
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
亀

甲
状
で
滑
沢
が
あ
り
、
特
異
な
形
状
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
七
号

墳
に
か
か
わ
り
の
あ
る
遺
物
で
、
容
器
の
蓋
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
採

集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

形
状
は
滑
石
製
盆
子
に
通
有
の
平
面
楕
円
形
の
蓋
で
、
器
表
は
身
部

同
様
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
内
面
の
内
剖
り
は
表
面
ほ
ど
の
仕
上
げ

を
せ
ず
、
刃
物
痕
を
残
し
て
い
る
。
外
面
は
削
り
出
し
の
凸
帯
を
二
条

巡
ら
し
三
区
画
し
て
い
る
。
上
部
は
蓋
の
長
軸
方
向
に
比
較
的
鋭
く
稜

線
を
つ
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
稜
線
は
緑
辺
部
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

下
段
の
凸
帯
は
幅
広
で
太
く
つ
く
り
、
長
軸
両
端
に
紐
孔
付
突
起
（
紐

座
）
を
つ
く
る
。
紐
孔
付
突
起
は
両
端
部
と
も
欠
損
が
著
し
く
、
紐
孔

は
不
鮮
明
な
が
ら
二
個
を
穿
っ
て
い
る
と
観
察
す
る
。
穿
孔
は
両
面
か

ら
で
あ
る
。
全
体
の
仕
上
げ
は
精
緻
な
工
作
と
は
い
え
ず
、
二
条
の
凸

帯
も
や
や
粗
い
削
り
出
し
で
、
エ
具
使
用
痕
を
残
し
、
幅
も
不
揃
い
で

あ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
盆
子
に
ふ
さ
わ
し
く
均
整
の
と
れ
た

形
状
と
い
え
る
。
各
法
量
は
器
高
五
・
九8
、
外
径
の
長
径
―
―
•
九

e
、
短
径
九
•
四
8
、
内
径
の
長
径
―
-
．
-
＝-e、
短
径
九
•
0
1
5

、

内
面
高
さ
四
・
八
8

を
測
る
も
の
で
、
先
の
身
部
と
同
一
個
体
で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

註①
こ
れ
は
墳
丘
全
体
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
盛
土
が
崩
れ
て
葺
石
が
断

面
に
出
て
い
る
所
も
あ
る
。

③
管
見
で
は
他
に
類
例
を
見
て
い
な
い
の
で
、
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
は

断
定
で
き
な
り
御
教
示
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

③
石
材
の
肉
眼
鑑
定
は
、
関
西
大
学
工
学
部
教
授
谷
口
敬
一
郎
先
生
に
お
願
い

し
た
。
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

④
西
谷
真
治
「
古
墳
出
土
の
盆
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
十
五
巻
第
四
号
、

昭
和
四
十
五
年
）

⑥
蓋
の
実
測
図
も
山
本
氏
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

（
付
記
）
本
資
料
拾
得
後
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
諸
手
続
お
よ
び
取
扱
、
資

料
に
つ
い
て
の
御
教
示
、
並
び
に
資
料
の
報
告
に
関
し
御
指
導
と
御
高
配
を
い
た

だ
い
た
指
導
教
授
網
千
善
教
先
生
、
ま
た
、
蓋
の
紹
介
に
つ
い
て
発
表
の
機
会
と

便
宜
を
与
え
て
下
さ
っ
た
八
尾
市
教
育
委
員
会
山
本
昭
氏
、
さ
ら
に
は
遺
物
発
見

の
手
続
そ
の
他
で
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
松
岡
良
憲
氏
・
阿
南
辰
秀
氏
、
柏
原
市

教
育
委
員
会
竹
下
賢
氏
を
は
じ
め
、
関
西
大
学
文
学
部
史
学
・
地
理
学
科
四
年
生

西
本
安
秀
君
・
森
田
実
君
・
三
年
生
上
田
睦
君
ら
考
古
学
研
究
室
の
同
僚
の
多
く

の
方
々
に
御
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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